
公表：令和２年７月３１日 事業所名　　日本社会事業大学附属子ども学園

チェック項目
はい
（人）

いいえ
（人）

工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえ
た改善内容又は改善目標

①
利用者定員が指導訓練室等スペー
スとの関係で適切である

12 0
・曜日によってクラス分け
をして有効に活用してい
る。

② 職員の配置数は適切である 12 0

・今年度からはST職員が
一人増え、年中児に対し
ても月一回の支援が行え
ている。

・園庭の手入れ等行き届いていな
い所もシルバーセンタースタッフと
共に環境整備に努めている。
・指導時間帯のフリー職員増員希
望については経営上は厳しいこと
だが、両室長がフリーでグループ
巡回したり、多職種（看護師、相談
支援専門員、栄養士、事務員等）
による目くばせや見守り等さらに関
与工夫を進めたい。
・年度初めの職員確保について
は、先手公募をしぎりぎり間に合う
対応となった。職員が長年続けら
れる職場環境を整えていくよう努
めていく。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構
造化された環境になっている。また、
障害の特性に応じ、事業所の設備等
は、バリアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされている

12 0

・子どもの特性に応じて
各部屋で構造化の具合を
調節している。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ
る環境になっている。また、子ども達
の活動に合わせた空間となっている

12 0

・毎日の清掃、コロナウイ
ルス対応等を考慮し良い
環境を維持している。
・コロナ感染症対策が加
わりアルコール消毒やこ
まめな換気を行い、清潔
に保たれている。

・遊具などの消毒を徹底していく。
遊具点検は日々の見守り時、また
清掃時に見つけ報告し、早期改善
して安全に努めていく。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイ
クル（目標設定と振り返り）に、広く職
員が参画している

11 無回答１

・職員全員参画している。
・年に2度(前期後期)業務
評価を実施している。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者
等に対して事業所の評価を実施する
とともに、保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげている

12 0

・保護者から意見を聞き、
業務改善を行っている。
・各行事で保護者にアン
ケート調査を実施し、次
年度以降の行事に活か
すことができている。
・第三者評価や、保護者
アンケート、連絡帳等で
保護者要望をうかがい改
善につなげている。

・三年に一度の第三者評価受審と
共に、昨年度からの児童発達支援
ガイドラインによる事業所自己評
価、保護者等の事業所評価を実
施・集計し、検討後に公表して、確
実に業務改善につなげていく。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者
向け評価表の結果を踏まえ、事業所
として自己評価を行うとともに、その
結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

12 0

・昨年度、保護者による
業務評価を行い、業務の
改善につなげている。ま
た、大学HPや施設の掲
示板に掲載することで周
知をしている。

・今年度はコロナ禍の影響で、特
に前期会報の発行が滞ってしまっ
た。後期は地域感染状況を注視し
つつ、事業見通しを安全確実に立
てて善処していく。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価
結果を業務改善につなげている

12 0
・令和３年度に実施予
定。

事業所における自己評価結果（公表）
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⑨
職員の資質の向上を行うために、研
修の機会を確保している

12 0

・外部研修参加の機会の
確保を行っている。
・保護者向けの学習会に
ついても音源を録音した
り資料を見たりと指導の
参考にしている。

・現勤務体制での外部研修参加は
なかなか余裕がないところではあ
るが、今年はさらにコロナ禍の影
響で中止も相次いでいる。施設内
でのＯＪＴや関係機関冊子を有効
活用しつつ内部研修の機会も活か
していく。

⑩

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に
分析した上で、児童発達支援計画を
作成している

12 0

・支援計画作成にあたっ
て保護者の要望を聴き、
十分な時間をかけ丁寧な
アセスメントを行うよう心
掛けている。
・職員の経験年数に応じ
て発達検査研修に積極
的に行かせている。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るため
に、標準化されたアセスメントツール
を使用している

11 0

・年に一度（入園時、その
後は毎年度末）発達検査
を行っている。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「発達支援（本人支
援及び移行支援）」、「家族支援」、
「地域支援」で示す支援内容から子ど
もの支援に必要な項目が適切に選択
され、その上で、具体的な支援内容
が設定されている

12 0

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が
行われている

11 0

・計画作成の際に指導方
法を考えて、それを基に
しながら支援をしている。

・ひとりひとりをよく観察して、日々
の丁寧なアセスメントを心掛けてい
く。

⑭
活動プログラムの立案をチームで
行っている

10 0

⑮
活動プログラムが固定化しないよう
工夫している

12 0

・子どもの特性に合わせ
て新しいものを取り入れ
たり、また、あえて固定化
することもある。
・見通しが持てるよう一定
の流れの中、様々な課題
を取り入れている。
・基本的な構造化は必要
であり、その中で成長に
合わせた目標を立て指導
している。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて児童
発達支援計画を作成している

11 0

・朝の個別指導（原則月２
回）を活用し、集団活動で
のフォローを行っている。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合
せをし、その日行われる支援の内容
や役割分担について確認している

12 0

・毎朝事前朝礼を実施。
・毎朝打合せを行い都度
役割の再確認をしてい
る。
・その時々、必要に応じて
意見交換や打ち合わせ
がしやすい職場環境に
なっている。
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⑱

支援終了後には、職員間で必ず打合
せをし、その日行われた支援の振り
返りを行い、気付いた点等を共有して
いる

12 0

・その都度、職員間で相
談しながら日々の支援を
見直し、次の日の支援に
活かしている。
・子どもたちの様子につ
いては、日々の支援記録
作成と合わせ、その日の
内に担任、副担任間で振
返り共有をはかってい
る。

・家族支援や地域連携に関するこ
とは、相談支援専門員や管理職に
も報告し共有化を図っていく。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげて
いる

12 0

・良好。
・指導後は必ず記録を取
り、その日の振返りをする
ことで、子どもたちの成長
や発達課題を知ることが
できている。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発
達支援計画の見直しの必要性を判
断している

11 0

・丁寧に時間をかけてモ
ニタリングを実施してい
る。
・モニタリング内容を保護
者と共有し、見直しを行っ
ている(前・後期とも)

・計画の見直しについては職員間
での確認が必要なので、今後も指
導後の情報共有を丁寧に進めて
いく。

㉑

障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議にその子どもの状況に精
通した最もふさわしい者が参画してい
る

10 0

・十分に対応を行ってい
る。相談支援専門員が参
画している。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の
関係者や関係機関と連携した支援を
行っている

11 0

・必要に応じて連携した
支援を行っている。常に
連携体制を取っている。
・市内在住の新1年生及
び在園時の状況を毎年、
市の保健師に報告してい
る。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）地域の保健、医療、障害
福祉、保育、教育等の関係機関と連
携した支援を行っている

5 1

・近隣に様々な病院・施
設・通所機関があり、本
園は知的障害を主対象と
しているが必要時関係機
関と連携した支援をして
いる。
・てんかん発作がある子
には発作時のチャートを
保護者と主治医と連携し
て作成している。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）子どもの主治医や協力医
療機関等と連絡体制を整えている

6 0

・てんかん発作のある児
童に対する対応マニュア
ルを適宜更新している。
・主治医と連携を図りなが
ら緊急時の対応について
共通理解できるようにし
ている。

・一昨年度より、指導時間及び開
園時間中（放課後園庭開放時等）
に保護者や職員が同行する場合
の「脱臼・捻挫等疑いがある時の
近隣整形外科リスト」を作成してお
り、適宜更新を進める。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）
等との間で、支援内容等の情報共有
と相互理解を図っている

11 0

・保護者の了解が得られ
れば、引継ぎ事項などの
情報共有を行っている。
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㉖
移行支援として、小学校や特別支援
学校（小学部）との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っている

11 0

・引継ぎは資料、電話、対
面などの方法で行ってい
る。
・就学時は保護者の同意
のもとで、就学先と引継
ぎの機会を設けている。
・昨年度は特別支援学校
に就学した児童に加え、
普通級に就学した児童の
担任職員や、学童クラブ
の職員とも電話で引継ぎ
を行った。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発
達支援事業所、発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や
研究を受けている

11 0

・他事業所、センターへの
見学や研修は、支援の
様々な方法技術を学べる
良い機会であり、自己研
鑽できるので奨励されて
いる。

・コロナ禍での学事や行事運営に
ついては、本部の大学および他機
関と連携し、研究成果や助言を受
けていく。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等と
の交流や、障害のない子どもと活動
する機会がある

2 7

・園庭開放期間や行事等
での未就学兄弟姉妹の
参加により自然と交流す
る機会となっている。

・個人情報の観点や相手側とのプ
ログラムのすり合わせを考えると、
どうしてもメリットばかりに目を向け
られなく、また保護者それぞれの
障害受容にも差があることから、
一律にプログラムを立てることに
は慎重になり致し方ないとしてい
る。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地
域の子ども・子育て会議等へ積極的
に参加している

11 0

・毎回参加している。
・卒園児が就学後に通う
放デイの職員とも積極的
に意見交換を行ってい
る。(コロナ禍の影響で前
期の部会は開かれなかっ
た)

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、子どもの発達の状況や課題
について共通理解を持っている

12 0

・送迎の際に直接会話を
したり連絡帳を活用して
いる。
・どの職員も日頃から送り
迎えの際や連絡帳（伝え
きれないことは面談）を通
して保護者とコミュニケー
ションを密にとるよう努力
している。

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点
から、保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント・トレーニング等）の
支援を行っている

12 0

・実施している。
・ペアトレの内容を担任も
把握し、日々の指導に活
かすようにしている。
・今年度からは、ペアレン
トトレーニングを行う職員
が変更になり、支援を行
える職員が広がった。
・学園の先生、学園を卒
園した母が指導者となり、
保護者が安心感を持って
臨めるように工夫してい
る。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明を行っている

11 0

・入園時契約の際、丁寧
かつ分かりやすく説明し、
納得の上で押印いただい
ている。
・昨年１０月から利用料無
償化がスタートしたが事
前に説明会を開き無事契
約更新している。
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㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」のねらい
及び支援内容と、これに基づき作成
された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得て
いる

12 0

・必ず支援計画を渡し説
明し、納得の上、サイン、
捺印をもらっている。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩
み等に対する相談に適切に応じ、必
要な助言と支援を行っている

12 0

・どの職員も保護者一人
ひとりと丁寧に関わり、寄
り添う姿が見られる。
・２年保育、３年保育に
よって保護者の障害受容
や学習・支援のスピード
が異なるので、必要に応
じて担当者から積極的に
声をかけ助言している。

・保護者の抱える多様な相談事に
ついては、園長室にて園長面談の
体制を今後も整えていく。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護
者会等を開催する等により、保護者
同士の連携を支援している

12 0

・負担にならない範囲で
の保護者同士(学年毎）
のつながりを支援。
・お餅つき会やいたる祭り
など同窓会行事を取り入
れて異年齢の保護者同
士が交流できる場を設け
ている。

・コロナ禍での感染予防対策を学
園としても保護者と連携して確実
に行っていく。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入
れについて、対応の体制を整備する
とともに、子どもや保護者に周知し、
相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応している

12 0

・必要を感じた時には、職
員から保護者へ面談を入
れてもらうよう依頼するこ
ともある。
・ここ数年、指導室長も相
談体制に加わって体制の
強化を図っている。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報を子
どもや保護者に対して発信している

12 0

・実施している。がくえん
だより、ほけんだより、毎
月の献立表等の情報発
信は継続している。

・コロナ禍の影響で、前期同窓会
会報については取材が難しく発行
ができなかったが、後期について
は取材方法を工夫し発行していき
たい。

㊳ 個人情報の取扱に十分注意している 11 0

・遵守している。ファイル
は必ず鍵のかかる場所
へ保管している。

・学習会等で他のお子さんのケー
スを話題にする際には、個人が特
定できないよう細心の注意を払い
行っている。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のための配慮をし
ている

12 0

・配慮方法を検討し実施
している。
・マカトンサインや視覚的
な方法（絵カード等）を使
い子ども達一人ひとりに
あったコミュニケーション
方法を考えている。
・自分の気持ちを伝えら
れないお子さんが多いの
で職員は常に子どもたち
の立場に立って状況を理
解するように努めている。
・マカトンサインを使用し、
保護者向けに講習会を
行っている。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待す
るなど地域に開かれた事業運営を
図っている

5 6

・園の行事には第三者委
員を必ず招待している。
・各行事には、学生ボラン
ティア、地域の関係施設、
実習生の受入れ等を招
いている。

・コロナ禍の影響で今年度は多く
の行事が中止や規模縮小にならざ
るを得なく、今後のありようを十分
検討していく。
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㊶

緊急事対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策
定し、職員や保護者に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施して
いる

11 0

・マニュアルの作成と更
新を行っている。
・今年度は特にコロナ感
染防止対策に力を入れ、
マスクの確保、飛沫防止
シールドの設置、アル
コール手指消毒等、看護
師をリーダーとして実践し
ている。

・コロナ禍においては、地域感染状
況を速やかに情報収集し共有を図
り、法人本部とも連携して敏感に
かつ確実な予防対応を行ってい
く。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行って
いる

12 0

・避難訓練を行うとともに
消防署からも毎年指導を
受けている。
水害を想定した垂直避難
の訓練も行っている。
・毎月、地震、火災、浸水
のいずれかの避難訓練
を行い、昨年は消防署の
AED講習も受けた。
・マスクの備蓄、非常食
のチェック、入れ替えを
行った。

・いつも子どもたちを避難させるこ
とに重点を置いているが、災害に
よっては、例えば窓の開閉など避
難時にどう対応すれば良いか等の
想定を、防火管理者を中心に確認
し職員間で共有していく。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん
発作等の子どもの状況を確認してい
る

12 0

・毎朝朝礼時に確認して
いる。
・てんかん発作のあるお
子さんには発作マニュア
ルを作成し、日々の対応
方法や緊急事態の対応
を周知している。マニュア
ルは必要に応じて更新
（加筆、修正）している。

㊹
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がな
されている

12 0

・アレルギー食をとってい
る園児には半年毎にアレ
ルギー検査結果を提出い
ただいている。
・保護者の要望も踏まえ、
アレルギー食の提供をし
ている。担任、栄養士、看
護師が保護者と連携を図
りながら食事支援を行っ
ている。現対応児一名に
ついては、医師の指導の
もと除去解除に向けた取
り組みを行っている。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有している

11 0

・報告書を作成している。 ・指導員は、日々の指導の中での
ヒヤリハットについては、負担なく
事実を記載できるよう指導看護日
誌に記入している。この件につい
ては、年度当初に必ず説明してい
る。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をして
いる

11 0

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘
束を行うかについて、組織的に決定
し、子どもや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、児童発達支
援計画に記載している

11 0

・現在必要な状況の子ど
もはいない。
・契約時に保護者には原
則行わないことを方針や
理念でうたっている事を
十分に説明し、同意され
た上押印を得ている。

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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